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【目的】 

本研究では、 施設管理者を対象として、日本における宅幼老所の役割と課題について明らかにする

ことを目的とした。 

【研究方法】 

厚生労働省「宅幼老所の取組」(2013)で取り上げられた 12 施設のうち Web サイトが公開されている

6 施設に依頼状を送付した。そのうち、調査に同意の得られた 2施設(静岡県 A市、鳥取県 B市)およ

び機縁法によって調査に同意の得られた 1 施設(千葉県 C 市)の 3 施設の施設管理者 4 名を対象とし

て、半構造化インタビューを行った。 

【考察・今後の展開】 

本研究の結果から、宅幼老所は、ソーシャルキャピタル醸成機能、ソーシャルスキル養成機能、居場

所機能の 3つの機能を有すると考えられた。この結果は少子高齢化に伴った課題の解決に寄与する可

能性を示唆している。 
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